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概要 

• 今の地球での現状について 

• これまで行ってきた活動についての紹介 

• 若い世代が自分ごととしてとらえ、未来のために行動すること

の必要性 

• 廃プラスチックやマイクロプラスチックが環境に与える影響に

ついて 

解決策として若い世代が活動するために生きた環境共育が必要

だと考えていること。 

公的な共育として取り入れ、推進していくことを望むこと。 

• 大量消費大量生産、使い捨ての社会からあらゆる資源を循環さ

せるシステムの構築について。 

• 地球と人の幸福度について。 

• 所有していることが幸せではなく、みんなで分け合い助け合っ

て生きることについて学びを深めていく必要がある。 



気候変動の影響を最小限に抑えるために
私たち若い世代が行動する意味

１．僕たちが活動する理由

活動する理由

＜そのテーマを選んだ理由＞

【対象ゴール】
高校生エシカル推進委員会として小中学校への
講演会活動を行う中で、中学生からいただいた
感想の中に「自分にも挑戦したいことがあって、
同じぐらいの年齢の人が講演している姿に勇気を
もらいました。」という感想があった。

私たちが、気候変動の影響を受ける最初の世代で、
くい止めることのできる最後の世代。

気候変動の問題を自分事として捉え、私たちの世代が
中心となって行動する必要がある！

なので…



２．アクションアイデアと「目標」

気候変動について伝えたい時…
事実や正しさだけ
では伝わらない！

気候変動の「事実」を
面白く、楽しく伝える！

目標

気候変動の事実を1人ひとりが自分事として
捉え、自分にできることから行動してもらう

私たちは活動する中で、気候変動の事実を自分事として捉え行動してもらう
ためには、事実や自分の思いを伝えるだけでは限界があると感じました。

自分にできる行動として、1人ひとりが
日々の選択をよりエシカルなものに変える

具体的には
次のページ



３．「アクション」を広める方法

気候変動の「事実」を面白く、楽しく伝える！ 具体的に…

①高校生による環境漫才やラップ

②環境と高校生モチーフのキャラクター作成

③若者環境アクションの開催

漫才やラップの中に気候変動の事実と僕たちの想いをいれて、漫
才の面白さと一緒に気候変動の事実、1人ひとりにできることを
伝える。環境ラップを交えた講演会では、声を出して応援してく
れたり実際に毎日ごみ拾いをする子供が出てきたりしている。

環境のゆるキャラではなく高校生モチーフの
キャラクターにすることで、気候変動の影響を
一番受ける僕たちの世代により親近感を持ってもらう。
また、コスプレなどをして環境キャラクターに
なりきることで、楽しさを生み出す。

高校生が0からイベントを企画することは自信に
つながり、同じ想いを持つ仲間との絆も生まれる。
イベントの際もまずは主催する側が全力で楽しむ
ことで、それが伝染し、参加する側も楽しくなる。



４．アクションが広がるとどう変わるのか

気候変動を・・・世界中の人が力を合わせるチャンスへ！

美しい地球を
次の世代へ！

行動することが
希望に！

• 私たちの世代が行動する姿は、
同世代に勇気を与え、大人の
方が行動を起こすきっかけに
つながる。

• 私たちが力を合わせ気候変動
を解決していくその過程は、
世界で一番美しく、次の世代
に残せる大きな財産となる。

• 私たちの世代は、これからの
社会を担う世代。今のうちか
らこれからの地球のあり方を
考え、行動することは、次の
世代も、その次の世代も幸せ
に暮らせる持続可能な社会に
つながる。

１人の100歩より100人の１歩！！



５０人の仲間のうち７割以上が、
気候変動について全く知らなかった

今では…？ チラシ配るよ！
歌考えてきたで！

友達誘ったー！
イラスト描こか？

「自分に何ができるのか？」
全員考えて行動するようになった。

５．活動を続けて…

環境問題に興味がない仲間でも、他の仲間と協力してイベントを運
営し、交流する中で関心を持つようになりました。
環境問題に関心を持つ仲間も、交流する中で視野の広がりや将来や
りたいことを見つめなおすきっかけとなりました。
実際に高校生エシカル推進委員会の延長線上でNPO法人夢ノ森伴走
者CUEが立ち上がり、さらに活動が発展しています。
行動と対話の中で共に学び、共に育つ。その主体は学生世代。
これが、「環境共育」の新たな形だと考えます。
今ある社会問題を自分事として捉え、自分に何ができるのかを考え
る同世代が増えることが、私たちの望みです。

環境共育→社会問題の自分事化



NPO法人の設立

「ボランティア」で終わらない、
持続可能なアクションへ…

大学での
社会問題研究

就職してからも
SDGs貢献

高校生エシカル推進委員会卒業
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